1880年代～1920年代の「亜細亜主義」 の形成：小寺謙吉を中心に by スヴェン サーラ






















































































知り得る限りでは 4 つの部門がございまして、 l
つは人文科学、もう 1 つは社会科学、もう 1 つは
経営経済、もう 1 つは日独関係という 4 つの部門



























番最後に書いてあります「The Construction of 
Regionalism in Modern Japan: Kodera Kenkichi 








































































































































したものを引用して載せました。「Of late. there 
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has been much talk about the Yellow Peril. or 
the possibility of a Pan-Asiatic combination; this 
appears to me·· ・ nothing more than a senseless 
and mischievous agitation. …」。こういう汎アジ
ア的な連盟というのは無意味で悪意のある煽動
であると末松謙澄は言っています。「Can anyone 
image that Japan would like to organize a Panｭ
Asiatic agitation of her own seeking, in which 
she must take so many different peoples of 
Asia into her confidence and company-people 
wjth whom she has no joint interests or any 







































































































とえば 1913 年 6 月 28 日の東京朝日新聞の中でも
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アジア主義という言葉が出てきます。その前々日









































































































































































陽j や f新日本j を母体にして、アジア主義をテー
マとする論文を繰り返し発表していました。そし















なことを書いています。 f]apan is the most 
advanced of al the countries of Asia. and she is 
conscious of her responsibility toward the rest 
of Asia. When the Kaiser invented the “ yellow 
peril ” bogey （黄禍論の幻想） he unconsciously 
confessed western fear of Asia. This fear （恐怖）
290 
is a nightmare at heart of western nations. If 
something is not done it may some day lead to 
a war between the East and the West. and the 
oriental people must be prepared for any such 
emergency. A federation of al the races of Asia 
wil be the best way to do this; in other words. 






















と自称する人物が、 1918 年と 1919 年に発表した
『ザ・プロプレム・オブ・ジャパンj そして『ザ・











































































































































































































































































































































｛司会］ はい。続きましでもう 2 ～ 3 人ご質問願
いたいと思います。どうぞ。
｛張］ 国際コミュニケーション研究科 2 年生、張
栴と申します。グッドアフタヌーンO （以下英語










































































































































ありますが、ともかく 30 年に引退して 45 年まで
は政治的な活動を行なっておらず、戦後初めて神
戸市長を務めました。そこは確かに孫文との縁が
ありますが、おそらく偶然だと思います。彼は神
戸の近く、兵庫県の三出という地方の出身なので、
そういう関係でたぶん神戸の市長になったと思い
ます。
私は今日のタイトルで「大」も「汎J も「全J
も何も付けないで「亜細亜主義」と書きましたが、
これは片仮名で書いてもいいかも知れませんが言
葉によって微妙にニュアンスが違ってくるのは確
かです。今日の資料で、配った新聞記事で一番最初
に／Hてくる日本語の「アジア主義」には意外にも
「汎J が付いています。［汎アジア主義j。この新
聞はロンドンタイムズにす長ったマハンというアメ
リカの有名な海軍評論家（海軍出身）の記事を取
り上げてそれを批判しているんですが、マハンの
記事の中では「Pan· Asianism」という言葉を使っ
ていて、その訳として日本の新聞が「汎アジア主
義」を使っています。
さっきも言いましたように日清戦争の時ぐ
らいから欧米では「Pan-Asianism」とか「Pan­
AsianismusJ という言葉が使われてるんですね。
それはもちろん「黄禍論」という文脈で、そうい
う危険性がある、これは恐ろしいというふうに書
いてありますが、これについて日本で書いている
場合は、この新聞のようにやはり「ifLJ を付けて
「Pan-AsianismJ が［汎アジア主義」と訳されて
います。だからと言ってこれはあまり危険性のな
い思想であるとは言い切れない。それは立場によ
ります。ただ「汎アジア主義J という言葉はたぶ
んドイツ語や英語の「Pan-Asianism」の訳語とし
て山てきます。
小寺は私が思うにはおそらく 1930 年代の大ア
ジア主義とか大東亜共栄園のようなニュアンスで
はまだ、使つてないと思います。「汎」という言葉
はおそらく皆さんそうでしょうけれども日本では
あまり馴染みがないと思います。たまたま「汎」
と「Pan」という音も近いし、意味も「広い」と
いう意味で非常に合うんですが、あまり普段使わ
ない漢字なので「大」に変えたんじゃないかと思
います。意味が「汎アジア主義」と違うというこ
とは小寺の場合は無いと思います。彼は本の中で
説明はしていませんけれども、ヨーロッパに汎ゲ
ルマン主義があって、汎スラプ主義があって、私
達は大アジア主義を樹立しなければいけないと書
いています。同じ流れで「大Jを使っているので「広
いj という意味での「大J だと私は理解していま
す。ただそれは 30 年代には大亜細亜協会とか大
東亜共栄聞とかいうものになってしまうので、今
の観点で彼の本を見てみるとちょっと違う本だと
思いがちですが、まだ 1930 年代のような侵略的
な思想ではありませんでした。
第一次世界大i哉の時にはまだ概念としてあまり
定着していなかったことが、この言葉づかいにも
出てきます。「汎アジア主義j という言葉があっ
たり、「大アジア主義」という言葉があったり、「ア
ジア主義」だけという人もいたり。そして大川周
明は同じ 1917 年に「道」という自分で発行した
雑誌の中で「全アジア主義」という言葉を使って
いますし、「全アジア協会」というものも作って
います。ですからこの時期はまだ言葉によってそ
の内容を区別するのが難しいと思います。
｛司会］ はい。今日は中身のあるご質問にじっく
りお答え願って、非常に良い講演会になっている
と思います。ご質問をもう l 人ぐらいお受けした
いと思いますが、いかがでしょうか。ございませ
んか。こちらからあまり強要するのも何でござい
ますので、それでは非常に効率的に講演なさり、
ご質問もいろいろ受けまして、器事この講演会を
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きたいと思います。もう 1 度サーラ先生に感謝の
拍手を贈らせていただきます。サーラ先生ありが
とうございました。
終了することができますことを大変喜んでおりま
す。 5 分前でございますけれども皆さんお護れで
ございましょうから早めに切り上げさせていただ
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